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Ⅰ 仕様書概要説明 

１ 調達の背景及び目的 

 本仕様書は、うるま市兼箇段に令和 10 年４月開校予定の沖縄県立中部 A 特別支

援学校（仮称）において、安全・安心な学校給食を提供するための厨房機器の購入

に関し、必要な仕様を定めるものである。 

本調達においては、建築工事の円滑な進捗に供することを目的に、工事により配

管が整備される前に機器決定の必要がある配管に係る機器について調達する。 

 

２ 基本方針 

2.1 基本的要件 

2.1.1 給食用調理室等への厨房機器の整備 

学校給食法及び特別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食に関する法律

に則った学校給食が実施できるよう、調理室等に必要な厨房機器を整える。当該厨

房機器等については、学校給食法における学校給食衛生管理基準等、各関係規則に

基づいた整備が必要となる。 

 

３ 調達物品仕様、納入について 

3.1 調達物品及び配置図等 

3.1.1 機器仕様（別紙参照） 

⑴ 機器に関する仕様詳細一覧 

 

3.1.2 配置図（別紙参照） 

  ⑴ 厨房機器配置図 

 

3.1.3 調達機器単品図（別紙参照） 

⑴ 調理室厨房機器単品図 

 

3.1.4 厨房設備等に関する備品業者と工事業者との住み分け表（別紙参照） 

  ⑴ 厨房等工事区分一覧表 

 

 

 

 



3.2 仕様書等に関する留意事項 

 ⑴ 仕様詳細一覧及び単品図等において定められた機器を納入することとし、機

器の選定にあたっては、稼働後の維持管理がしやすいよう十分に配慮すること。

また、配置について変更が必要な場合、両者協議の上位置を決定すること。 

⑵ 仕様書に定められた参考型式と同等品かそれ以上のものを納入すること。ま

た、同等品以上を納入する場合は、機能等証明書とともに図面（仕様・能力表）

等を提出すること。 

 ⑵ 保守管理上、稼働後の機器停止が許されない観点から、日本国内製品とする

こと。 

 ⑶ ステンレス製品の材質・仕様については、担当職員と細部まで事前に打ち合

わせを行うこと。 

 ⑷ ステンレス製品のトップ板厚については、変形しにくい 1.2mmの板を仕様す

ること。 

 

3.3 搬入・設置・調整・検収について 

3.3.1 総括的事項 

  ⑴ 搬入・設置・調整・検収までの一切の費用を含めること。 

⑵ 搬入に関しては、担当職員と綿密に打合せを行うこと。 

  ⑶ 厨房設備の設置施工については、一般厨房設備施工技能士の管理の下、安

全に配慮して行うこと。（資格の写しを提出） 

  ⑷ ガス配管接続については、液化石油ガス設備士の管理の下、安全に配慮し

て行うこと。（資格の写しを提出） 

 

3.3.2 新築施工業者との調整 

⑴ 必要に応じ、新築施工業者との工程会議への出席や、当該施工業者による

配管工事の際の立ち会いを行うこと。 

⑵ 配管配線等の設備接続に必要な機器及び建築施工に関係する機器は、新築

施工業者との調整の上、納入・据付等を行うこと。 

 

  ⑶ 配管配線の立ち上げ位置について、新築施工業者と協議し、各機器設置の

際に不具合が生じないよう立ち上げ位置の確認を行うこと。 

  ⑷ 搬入について新築施工業者と事前に協議し、受注業者の責により開口寸法

を変更する場合は、当該業者にて工事費を負担すること。 



 

3.3.3 搬入・設置後について 

  ⑴ 搬入・設置後の残材等は、受注業者の負担において処分すること。 

⑵ 設置後の保守サービス等について、十分な体制で臨むこと。 

⑶ 試運転調整後は、給食調理場職員へ取扱説明を行うこと。また、調理場の

稼働時期には、運転立ち会い等を行い、適宜当該職員を支援すること。 

⑷ 設置後、機器取扱の説明のため調理場に入場する場合は、事前に検便の検

査結果の写しを提出すること。 

 

3.4 納入場所 

 中部Ａ特別支援学校（仮称）（うるま市兼箇段） 

 

3.5 納入期限 

 令和９年 12月 31日。 

ただし、開校準備の進捗状況により、両者協議の上変更可能とする。 

 

3.6 保証 

 納入する全ての機器について、初期不良等、その他の不具合が見つかった場合は、

速やかに受注者の責任でメーカー等と調整し対処すること。 

 

Ⅱ 機器仕様等以外に関する要件 

１ 納入時等において、建物等に損傷を与えた場合には、受注者の負担において現

状に戻すものとすること。 

２ 受注者側の都合にて追加工事が発生した場合については、当該業者負担とする

こと。 

３ 本仕様に定めがない事項で疑義が生じたときは、担当職員と協議しその指示に

よること。 

 

４ 本仕様書及び関係書類に記載されていない事項について、その構造上又は機能

上当然に必要とされるものについては、担当職員と協議し受注者側の責において

施工すること。 

 

５ 正常な管理のもとに生じた故障または、隠れた瑕疵については、1 年間修理す



るなどの対応を行うとともに、修理等に係る費用については受注者の負担とする

こと。 

６ 万一、機器の能力、材料・製造及び据付の不備、製品の不良、工作上の粗雑等

の原因で所定の性能を発揮しない場合は、納入年数の経過に関わらず、受注者の

負担において点検整備、改造、その修理または交換を行うこと。 

７ 応札機器等は、機能等証明書（別紙様式）を提出し、また、内容を確認できる

ようカタログ等を添付すること。 

８ 契約締結後及び納入完了後は、下記の書類を２部提出すること。（提出書類の詳

細及び部数については、担当職員と協議の上決定する） 

 ⑴ 納入厨房機器のカタログ、仕様書等  契約後すみやかに 

 ⑵ 備品納入工程表           契約後すみやかに 

 ⑶ 試運転調整報告書          完成図書として製本 

 ⑷ 納入・完成写真           完成図書として製本 

 ⑸ 完成図面              完成図書として製本及びデータ提出 

 ⑹ 取扱説明書             完成図書として製本及びデータ提出 

 ⑺ 完成届               完成図書として製本 

 ⑻ その他               担当からの指示による 


